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諸　言
表1　調査対象

　今日の青少年期の世代の体位は著しく，学校保健統

計1）によると毎年過去最高値としてしめされている．特

に中学校期は小児から成人へ移行する過程であり，心身

の変化も著しく情緒も不安定な状態になりやすい時期で

ある．また，自主的な行動をとるようになり，食生活に

も自立行動が表われてくる時期でもある．

　近年の子供達をとりまく社会環境は，子供の生活環境

をも変えてきており，それが心身の健康，成長，発育に

大きく影響を及ぼしている．受験勉強，塾通いなど多忙

な生活を送り，余暇時間や睡眠不足，夜型の生活習慣の

増加が心身のストレスを生み，生活リズムの乱れを来し

ている2）．食環境においても．食に関する情報も氾濫し

ており，飽食時代により，食べたいものがいっでも入手

でき，それらが肥満，欠食，偏食．孤食，食事の不規則

化を生みだして，健康になんらかの影響をもたらしてい

ると思われる．そこで著者らは，中学生を対象に食生活，

生活習慣，食環境等を調査し，実態を把握した．今回は

性別，地域別に検討したので報告する．

調査方法

性別　　男子 女子 計 男子　　好　　計
1年生　　　26（2S．G）

2年生　　　29（30，1）

3年生　　　39（41．9）

19（24．0）　　　45（26．1）　　　　37（37．1））　　　27（245）　　　64（305）

27　（342｝　　　　55　（32．G）　　　　　　63　（63◎0）　　　　83　（75．5｝　　　146　（695）

33（4L8）　　　72（419｝

合計　　　93（IOO．e）　79（100，0）172（10α0）　1GO（100．0）　110（1000＞210（IOαO）

2．調査時期および方法・内容

　調査時期は，平成7年6月上旬～中旬で，方法は，ア

ンケート自己記入方式を用い，各クラスの担任の先生方

に協力をいただき，それぞれ都合の良い時間帯に行った．

　調査内容は，身体状況，家庭環境，生活状況，食事状

況，食習慣などである．

3．集計および分析

　調査内容をそれぞれ，性別，地域別（都市部・農村部）

に，統計解析ソフトHALBAUを用いコンピュータ処

理をし，集計した．統計解析には，百分率，x2検定を

用いた．

結果および考察

1．身体状況にっいて

表2　身体状況

1．調査対象

　東京都品川区内公立中学校1～3年生172名（男子

93名，女子79名）と福島県田村郡三春町の町立中学校

1～2年生210名（男子100名，女子110名）合計382名

を調査対象とした。なお．調査校の選定に当たっては，

都市部と農村部として調査を計画した．（表一1）

子男 女子「一「　男子 子女

全体　　　159J±9，0　1545±5，6

都市部　　　160．5ヨヒ9，9　　　155」　±5」

農村部　　　158，9　±丁、9　　　154．O±5，9

栄養学科　公衆栄養学研究室

＊栄養指導論研究室

51，1⊃±12．7　　　47」　±8．0　　　　　2α1±3S　　　　19，6±乞9

53．5±13．6　　　493　±8．9　　　　　2α5±3，6　　　　20．4±3，4

50．4±11，6　　　0S，4　±＆9　　　　　19．8±3．9　　　　19．1　±2．3

　対象者の身体状況については，表2のとおりである．

　身長・体重の平均値を性別・地域別に文部省資料D

（平成7年度，学校保健統計結果）と比較すると，男子

では身長・体重共に本対象者の方が上回っている．地域
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別では，全国平均値より両地区共に身長は高く，体重は

重い傾向にあり，地域間においては，都市部に体格の良

さがみられた．女子においては，身長は全国平均値と同

様であるが，体重においては若干軽い傾向であった．地

域別で身長は，両地区共に対象者の方が高い傾向にある

が，体重においては，農村部の女子は若干軽い傾向であっ

た．地域間においては，身長・体重共に都市部の生徒の

方が上回っていた．次にBMI値をみると，男子では20．

1，女子は19．6であり，これを第5次改訂日本人の栄養

所要量の推計基準値3）と比較すると，男子は高く，女子

は低い傾向にあった。地域間では，都市部が農村部より

高い傾向にあった．

　　　　　表3
’

　　　　n：3S2

家庭環境

都市　n：112　　　　農村部n－tlO

　　　　　　実数　％
家族構成　　核家族　　　　　194　　50、8

　　　複合家漬　　　　137　　35．9

　　　父または母と子　22　　　5コ

　　　その他　　26　G．S

実数

9
8
4
2
1
2
1
9

％　実数　％
57．0　　　　　　96　　　　　　　45」

244　　　　　　95　　　　　　　452　　　毒Il

1，0　　10　　生3

110　　1　　3，3
母簑の鍵業専業主録　　　　48　　　12．6

　　　フルタイム　　　137　　S5．8

　　　’く一ト　　　　　　　　114　　　　29、8

　　　家秦　　55　14A
　　　内嚢　　1？　4．5

　10●Pくα001

30　　　　　　　　17．4　　　　　　18　　　　　　　　8石

35　　　　　　　20，3　　　　　　102　　　　　　　4a．6　　　宰¢零

64　　　　　　　372　　　　　　 50　　　　　　　23B

30　　114　　25　　11，9
7　　　　　　　　　4．1　　　　　　　10　　　　　　　　　4．8

2．家庭環境　中学生の家庭環境の一部を把握するため，

家族構成，母親の職業にっいて調査した結果，表3のと

おりである．

1）家族構成にっいて，全体では核家族が50．8％で最

も多く，次いで複合家族35．9％で，父または母と子の

家庭は5．・7％，その他は6．8％であった．地域別にみる

と都市部では核家族が多く57．0％，複合家族は24．4％

と少ない．また農村部においては，核・複合家族がほぼ

同数で，45．　7％と45．　2％であった．都市部では核家族，

農村部では複合家族が多く地域間に有意差がみられた．

（P〈0．001）

2）母親の職業にっいては，全体でみると専業主婦が

12．6％，何らかの形で働いている母親は84．5％で，働

いている母親が多いことがわかる．また就労内容をみる

と，フルタイム35．8％，パート29．　8％，家業14．4％，

内職4．5％である．

　つぎに地域別に専業主婦の率をみると，都市部では

17．4％，農村部では8．6％と低い率である．就労状況を

みると，都市部では79．　0％，農村部では89．1％で農村

部の母親の方が働いている率が高い．就労内容別にみる

と，都市部ではパートが最も多く37．2％，フルタイム

20．3％，家業17．4％，内職4．1％の順で，農村部にお

いては，フルタイムが多く48．6％，パート23．8％，家

表4　生活状況と健康意識

表一4生活状況と健康意識

一一一一一
　　　　　　　　Pt382　n：193　n：IB9・n：172辰隔す一n：93　n：79　n：100　n：110都市部農村部男女

　　　　　　　実数　　％　　男　　％　　　女　　％　　　　実数　　％　　冥数　　％　　　　男％　女％　男％　女％男一女男一女都市部一農村部都市部一農村部

クラブ活動文化部　　　　　84　22ρ　　24　12．4　　60　31．7　　　　45　262

　　　運動部　　　　　286　74，9　　1M　85．0　　122　64．6　＊＊＊　121　70，3

　　　活動していない　　11　　2、9　　5　　2．6　　6　　3．2　　　　5　　29

39　　　18．6　　　　　　　21．5　　　31．6　　　4つ0　　　31．8

165　　　78，6　　　　　　　75．3　　　64，6　　　94．0　　　6見5

62，9　3，22，52」03，6

桝事

睡眠　　　8時間以上　　　　105　2T5　　55　28．5　　50　26，4　　　　44　25．6

　　　7時間ぐらい　　　203　53．1　100　51，8　　103　54．5　　　　94　54，7

　　　6時間以下　　　　72　18．8　　37　19．2　　35　18．5　　　　33　　i9．2

61　　　29．0　　　　　　28凸0　　　228　　29，0　　　29，1

109　　　51．9　　　　　　52，7　　57D　　　51，（）　　52．7

39　　　18．6　　　　　　183　　　20，3　　2α0　　　173

生活リズム規則正しい　　　61　16．0　　38　1紘7　　23　12．2　　　　30　17，4

　　　時々乱れる　　　248　64．9　120　622　　128　67．7　　　1G6　6116

　　　いつも不規則　　　71　18，6　　34　116　　37　19，6　　　　35　20，3

31　　　14．8　　　　　　　19凱4　　　152　　　20．0　　　1（LO

142　　　6716　　　　　　　63．4’　　59．5　　　61．0　　　73．6

36　　　　17，1　　　　　　　16．1　　　25，3　　　19D　　　15，5

気分転換　容易に転擾できる183　47，9　103　53，4　　80　42．3　　＊　89　51．7

　　　なかなかできない　1了6　46．1　　82　425　　94　49，7　　　　73　　42．4

　　　学校がいつも気になζ　21　　5．5　　　7　　3．6　　14　　14　　　　　9　　　5，2

94　　　 44」8　　　　　　　5／0　　　45L6　　　50LO　　　4〔），0

103　　　49」0　　　　　　　37，6　　　48，1　　　47．0　　　5019

12　　　 5Lフ　　　　　　4．3　　　6．3　　　3」〔〕　　　8二2

健康状態　大変良い　　　　59　15，4

　　　良い　　　　　　105　27．5

　　　普通　　　　　　149　39，0

　　　あまり良くない　　63　16，5

　　　きわめて良くない　6　　1．6

4121．2

5729，5

？136．8

2311．9

1　0，5

18　915

48254

1841，3

40212

5　2．6

塗事

「
－
只
U
4
－

　
　
　
　
2

ハ
ノ
乙
3
7
3

15．1

221

43，0

18，0

1
1
2

3
2
僧
田
π
何
3
2
4

15．2

31，9

35．1

15，2

1
．
9

19．4　　　11A　　　23」0　　　　8．2

26．9　　　1695　　　32，0　　　31，8

41，9　　44，3　　32．0　　39，1　　　＊　　　　　＊

11B　　　25，3　　　12、0　　　182

0，0　　　　2，5　　　　1」0　　　　2．7

車p＜0、G5　寧寧p＜α01　串寧＊p＜0、OO1
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業11．9％，内職4．8％であった．

　家族構成との関連性からみて都市部においては，核家

族で子供の養育の関係から長時間の就労が不可能で，専

業主婦，パート勤務，内職が多く，農村部では複合家族

での住まいの方が多いことから，祖父母に子供のこと，

家のこと等にっいて協力がえられることもあり，フルタ

イムや家業が多いのではないかと思われる．

3．生活状況・健康意識

　普段の生活状況と健康意識にっいて表4に示した．

1）クラブ活動

　クラブ活動状況をみると，全体では，運動部が74．9％

で最も多く，文化部では22．0％，活動していないもの

は2．9％であった．男女間では，男子が運動部での活動

が多く男女間に有意差がみられ，特に農村部の男子が多

く，農村部の男女間に有意差がみられた．

2）睡眠

　睡眠は休養の基本とされるが，その睡眠時間にっいて

みると，全体で「8時間以上」の者は27．5％．「7時間

ぐらい」の者が53．1％，「6時間以下」は18．8％であっ

た．性別・地域別による有意差はみられない．半数以上

の者が7～8時間の十分な睡眠をとっている．「6時間

以下」が20％近くおるが，単なる夜ふかしや学習塾通

い，夜遅くまでの学習などによるものと思われるが，著

者ら4）が以前に行った高校生の調査結果よりは少ない．

成長期であるので十分な睡眠がとれるような生活改善教

育の必要性を感じる．

3）生活リズム

　生活リズムの不規則性は健康を害する一要因である．

その生活リズムにっいてみると，「規則正しい」生活を

している者は，全体で16．0％であり，「時々乱れる」者

は64．9％，「いっも不規則」は18．6％であり，性別，地

域別には差がみられない．生理機能の周期的変動に合わ

せた規則正しい生活リズムを守ることは重要なことであ

る．

4）気分転換

　精神的な休養法の一つである気分転換にっいてみると，

全体では，「容易にできる」と答えた者は47．9％，「な

かなかできない」者は46．1％，「学校がいっも気になる」

者は5，5％であった．約半数の者が容易に気分転換をで

きるが，半数の者は容易にできないことがわかる．男女

間でみると，女子の方が，なかなか気分転換できない傾

向にあり，男女間において有意差がみられた．（P〈O，　05）

地域別には差はみられなかった．心身の変化も著しく，

情緒も不安定な状態に陥りやすい時期でもある．自分な

りのストレス解消法をみいだすための援助が必要と思わ

れる．

5）健康状態

　日頃の健康状態を，自己評価により調査した結果，

「大変良い」と答えた者は15．4％，「良い」27．5％，「普

通」39．0％，「あまり良くない」者16．5％，「きわめて

良くない」者は1．6％であった．性別でみると，男子は

女子より「大変良い」「良い」と評価した者が多く，逆

に女子は男子より「あまり良くない」「きわめて良くな

い」と評価した者が多く，男女間に有意差がみられ，女

子より男子の方が健康状態が良いといえる．（P〈0．01）

都市部，農村部ともに，．女子に健康状態が悪い者が多く

有意差がみられた．（P＜0．05，P〈0．05）

4．食生活状況

1）朝食摂取状況（表5－1）

　朝食摂取状況にっいてみると，「毎日食べる」者は78．5

％，「時々食べる」者は18．1％，「食べない」者は3．4

％であった．著者ら4）が行った高校生の調査では，「毎

日食べる」者71．4％であり，今回の中学生の方が摂取

率が高いことがうかがえた．地域別において，都市部の

女子に，統計的有意差はみられないが「時々食べる」の

率が高い傾向にあった．

　次に欠食者の欠食理由にっいてみると，「時間がない⊥

「食欲がない」が圧倒的に多く54．9％，40．2％で，「食

事の用意ができていない」「その他」は少なく2．4％で，

「ダイエット」のための欠食は0％であった．性別，地

域別では差がみられなかった．「時間がない」「食欲がな

い」理由においては，普段の食生活リズムや睡眠時間，

就寝・起床時間との関連性が考えられるので，誤った生

活習慣を見直し，規則正しい生活習慣を身につけさせる

教育の必要性を感じる．

　次に朝食を食べる者の食事内容にっいて19品をあげ，

普段よく食べている食品にっいて調査したところ，主食

食品の中では，「ごはん」が最も多く84．3％，っいで

「パン」で63．4％であった．飲物・汁物類では，「牛乳」

が55．0％で多く，次は「みそ汁」の54．5％で，お茶も

意外に飲んでおり21．7％であった．主菜となる食品で

は，「卵」が最も多く47．7％の者に，っいで「魚」の

36．6％，「肉」の35．8％で，「卵」が好まれよく食べて

いる．「野菜」の摂取率も44．4％と高く，果物について
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表5－1　食事状況（朝食）

n：382

実数　％　男　％　女　％

　　　圃　　　　　　検定　　　　　　地　別　　　　　　検定　　　市。　　　　辰　・

n：193n：189獅辰1：210』坐」童コゴ巫O鎖0遡遡男女
　　　　　　　　実数　　％　　実数　　％　　　　男％　　女％　　男％　　女％　　男一女男一女都市部一農村部都市部一農村部

朝食摂取状況毎日食べる　　　　300　78．5　　155　BO．3　　145　76J　　　　129　75．e

　　　時々食べる　　　　69　18．1　　30　15．5　　39　20．6　　　　36　20，9

　　　食ぺない　　　　　13　　3．4　　8　　41　　5　　2．6　　　　7　　4．1

171　　81A　　　　　　80．6　　　68．4　　　800　　　8Z7

33　　　15コ　　　　　　　 15、1　　　27．8　　　　16」〔）　　　15．5

6　　　　2．9　　　　　　　4．3　　　　3．8　　　　4．0　　　　1．8

欠食理由　　食欲がない　　　　33　40．2

　　　時間がない　　　　45　549

　　　食事の用意ができていない　　2　　　2．4

　　　ダィエツト　　　　　0　　00

　　　その他　　　　2　2．4

15　　　39．5　　　　18　　　40L9　　　　　　　18　　　41．9

24　　　63．2　　　　21　　　47，7　　　　　　　　22　　　51．2

0　　　　 0．0　　　　　2　　　　4，5　　　　　　　　1　　　　　2．3

0　0．0　0　0．0　　　0　0，0
1　　　　2．6　　　　　1　　　　23　　　　　　　　1　　　　　2，3

15　　 385　　　　　444　　 40．0　　 35．0　　 42．1

23　　・59，0　　　　　　　61，1　　　覗0　　　650　　　52．6

1　　　　　2．6　　　　　　　　0．0　　　　∠LO　　　　O．0　　　　5，3

0　0．O　　　O．O　O．O　O．0　00

1　2．6　　　0．0　4．0　5．o　O，O

内容　　　　ごはん　　　　　　311　84．3　　160　86．5　　151　82，1　　　　114　69．1
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曽
米
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野
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164　　　44，4　　　　80　　　43，2　　　　84　　　45，7
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41　　　24、8　　　　123　　　6｛）．3　　零零＊　25．8　　　23．7　　　59．4　　　611

66　　　400　　　　78　　　382　　　　　　　38，2　　　421　　　32．3　　　435

107　　　52．5　　　　■　　45．1　　　368　　　542　　　50．9

102　　　500　　寧唯“　24．7　　　10，5　　　6α4　　　4α7　　　　零　　　　掌ホ　　　　　　宰重皐

104　　　5｛），9　　　零宰事　20．2　　　　17，1　　　　479　　　　53，7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ↓や

39　　　19，1　　8零零　　5．6　　　　2｛；　　　19B　　　　18．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓼零

　　　　　　　　　　　　　　　　　　事亨‡

孝零掌

事塗零

零唾

索＊雰

噛p＜0、05　零■p＜qO1　癖串零pく0．001

も39．0％の者が食べている．性別にっいて有意差がみ

られたのは，「スープ」P＜0．05，「卵」P〈0。01で女子

より男子に多く摂取されていた．地域別に検討すると，

ごはん，みそ汁，卵・魚・肉，豆。大豆製品，野菜にっ

いては農村部の摂取が多く，都市部の摂取率の高いのは，

パンと紅茶であった．性別・地域別の検定においても同

様の結果がえられた．っまり，農村部は和風傾向の食事

をし，バランスの良い摂取状況がうかがえ，都市部では

洋風型の食事傾向であり，また主菜食品の摂取率が低い

飲物では，農村部より都市部で紅茶がよく飲まれている

ことがわかり特徴的であった．地域別の食事傾向につい

ては，南里ら5）の小学生の研究と同様の結果を得た．

2）夕食摂取状況（表5－2）

　夕食の摂取状況では，「毎日食べる」者が96．6％であ

り，「食べない」と答えた者は1人もいなかった．男女

間・地域間の差はみられない．夕食の時間帯は，約60

％の者が19時台に摂っており，18時台・20時台の者は

18．1％であった．性別・地域別による差はみられない．

3）間食の摂取状況（表5－3）

　間食にっいては，「時々食べる」者が最も多く70．　9％，

っいで「毎日食べる」者25．　4％で「食べない」と答え

た者は3．　7％であった．男女間に有意差がみられないが，

地域別で農村部の者に「毎日食べる」率が高く有意差が

みられ（P〈0．01），また男子の地域間において，農村

部の男子に「毎日食べる」率が高く有意差がみられた．

（P＜O．　01）このことは前述のクラブ活動状況が関連す

ると思われる．農村部の男子は運動部所属が多く，毎日

のエネルギー消費も大きいと思われ，間食の必要性があ

るのではないかと思われる．次に毎日・時々食べる96．

3％の者の間食内容をみると，「スナック菓子」が最も

多く70．　9％で，ついで「清涼飲料水・プリン・ヨーグ

ルト類」，「チョコレート・キャンディー類U「パン・麹

類」の順であった．男女別に摂取順位をみると，男子で

は「スナック菓子」「清涼飲料水」「パン・麺類」「プリ

ン・ヨーグルト類」「牛乳」の順であるが，女子では

「スナック菓子」「チョコレート・キャンデー類」「プリ

ン・ヨーグルト類」「清涼飲料水」，「パン・麹類」の順

で，男女間で摂取の好まれ方が若干ちがいがみられる．

また各食品の有意差検定においては，「果物」「ケーキ・

クッキー類」「チョコレート・キャンディ類」に男子よ
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表5－2　食事状況（夕食）

嗣　　　　　　検定　　　　　　地　別　　　　　　検定

n詔82

実数％　男％　女゜le

n；193　　　n：189　　　　　市pn二172　辰語醐す一

　　　　　　　　実数％実数％

　市。　辰10　　　　　検
n：93　n：79　n：100　n：i10　都市部農村部　　　　男　　　　　　女

男％　　女％　　男Olo　女％　男一女男一女　都市部一農村部都市部。農村部

タ食摂取状況毎日食べる　369　96，6　　18フ　96．9　　182　9613　　　　167

　　　時々食べる　13　　3A　　6　　3」　　7　　3，7　　　　5

　　　食べない　　　0　　0．O　　O　　O，O　　o　　O，0　　　　0

97．1　　　　202　　　96や2　　　　　　　95．7　　　98，7　　　98，0　　　　945

2．9　　　　　B　　　　　3L8　　　　　　　　　4、3　　　　　13　　　　　2」0　　　　　55

0．0　0　α0　　0心　αo　O．O　位0

タ食時間　　17時台

　　　18時台

　　　19時台

　　　20時台

　　　2塒以降

1　0，3　0　010　1　α5
69　　　18．董　　　　31　　　16，1　　　　38　　　20，1

229　　59，9　　　11了　　60．6　　　112　　59，3

69　　　18．1　　　　34　　　17．6　　　　35　　　18．5

10　　　　2．6　　　　8　　　　4．1　　　　2　　　　1，1

ー
認
9
6
四
＾
o

O，6　0　0．0

22」　　　　31　　　14．8

55，8　　　　133　　　63，3

16．9　　　　4｛｝　　　19，e

3．5　4　1、9

O，0　1，3　0．O　OO

19．4　　　　25．3　　　　13、0　　　　16A

55．9　　　55．7　　　　65．0　　　61．8

183　　　　15．2　　　　1フ0　　　　209

5，4　　　　1，3　　　　3」｝　　　　0．9

表5－3　食事状況（間食）

矧 齪
n：382　　　　　n：193　　　　　　n：189

実数％男％女％　実数

　　地　別　　　　　　検定　　　市。　　　　　　・。

市部n：172　　1。nQIO　　　n：93　n：79　n：100　n：110　都市部農村部　　　男　　　　　　女

　　％　　実数　　％　　　　男％　　女％　　男％　　女％　男一女男一女都市部一農村部都市部一農村部

間食摂取状況毎日食べる　　　　97　25，4　47　24．4　50　26，5　　　31

　　　時々食べる　　　　271　了α9

　　　食べない　　　　　14　　3．7

酪

138　　71，5　　　133　　7α4　　　　　　135

8　4，1　6　32　　　6

　　　　　　　1

18、0　　　　66　　　31．4　　　　　　　14．0　　　22．8　　　34，0　　　29k1

7815　　　136　　　64．8　　　1■　　81．7　　　74．7　　　62，0　　　67，3

3、5　　　　　8　　　　　3，8　　　　　　　　4．3　　　　2．5　　　　4，0　　　　3．6

象1

果物　　　　　　　147　39．9

スナック菓子　　　　261　709

コーヒー・紅茶類　　106　28．8

ノくン9麺類　　　　　　　　　166　　　45」

和菓子類　　　　　　62　16，8

せんべい　　　　　1D5　2a5

プリン1ヨーグルト類　1BO　48．9

ケーキ・クッキー類　114　31．0

牛乳　　　1CO　38．O

清涼飲料水　　　　180　48．9

チ∋コレート・キャンディー類　166　　45，1

その他　　　　　　36　　gB

6434．6　83

127　　68．6　　　134
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＆7　　14

33，1　　　　92　　　　45．5　　　　尊　　30，3　　　　36A　　　　38，5　　　5t9

62．7　　　　15フ　　　7ア．7　　　‡1　　61，8　　　63，6　　　75．0　　　8α2

24．1　　　　66　　　32，7　　　　　　　19．1　　　299　　　　37．5　　　28．3

3α7　　　115　　569　　＊寧ホ　30．3　　 312　　 66．フ　　48」

15．1　　　　37　　　183　　　　　　　14．6　　　15．6　　　13．5　　　2216

21．フ　　　　　69　　　　342　　　　■寧　　19，1　　　　24」　　　　34．3　　　　340

43，4　　　　108　　　53，5　　　　　　　40，4　　　46，8　　　490　　　57．5

2213　　　　77　　　38」　　　　率掌　　14．6　　　31．2　　　33．3　　　42．4　　　　寧＊

28，3　　　　93　　　46．0　　　零宰事　32，6　　　23、4　　　51」a　　　41．5

44，6　　　　106　　　52．5　　　　　　　483　　　　4α3　　　56．3　　　49」

29．5　　　　11フ　　　5フ．9　　＊‡零　21，3　　　38．9　　　46．9　　　679　　　　　寧

8．4　　　　22　　　10．9　　　　　　　7．9　　　　9，1　　　13．5　　　　8，5
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蓼
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掌

辱

串零事

虚p〈0、05　雰‡p＜O，Ol　串1孝p＜O．OOI

り女子の摂取率が高く，差がみられた．地域別では，男

女共に農村部の摂取率が高いことがうかがえた．

　スナック菓子や清涼飲料水の食品にっいては，肥満や

高血圧の原因となる油脂分塩分，糖分の含量が多い6）

ので多食を注意するよう教育する必要性があり，女子に

おいては，甘い食品の摂取が多い傾向にあるので，近年

のやせ願望による誤ったダイエットの関係からも，適切

なる間食の摂取の仕方を教育する必要性がある．

5．　食i環境（表6）

　家庭における食事のあり方は成長期の子どもの心身の

健全な発育に大きく影響を及ぼす，またその後の成人期

の健康状態にも影響することから7），家庭内の食事状況

を検討した．

1）朝食・夕食の共食状況

　朝食の共食者の有無の状況をみると，「大人と一緒」

が31．4％で，ついで「一人」が27．6％，「家族そろって」

は21．7％，「子供だけ」は18．2％であり，近年社会問題

となっている孤食化の問題も本調査対象者においても問

題視するところである．地域別にみると，農村部では共

食者のいる率が高いが，都市部においては孤食の率が高

い．（P＜0．001）次にタ食の共食状況をみると，朝食よ

り共食率が上がり，「家族そろって」が43．7％，「大人

と一緒」が41．9％で，「子供だけ」3．4％で，孤食者は＆

9％であった．地域別で統計的有意差はみられないが，

都市部に孤食者が多い．このことにっいては，家族構成，

両親の職業や塾通い等が関連しているのではないかと推

測する．白木ら5）の小学生の調査において，孤食者ある

いは子供だけの食事では栄養バランス得点の低い割合が

高い．成長期の子どもにとっては，大人と一緒の食事は

食べ方を学び，嗜好を広げ，深めるチャンスである．こ
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のことから，家族揃って食阜を囲む習慣を心がけさせる

ように家庭への指導の必要性を強く感じた．

2）普段の食事作り

　食事の支度については，ほとんどの家庭で母親が担当

しており92．1％と高く，祖父母が担当しているのは3．4

％であった．これを地域別でみると，複合家族が多かっ

た農村部に祖父母の割合が4．　8％と都市部より高いが，

有意差はみられない．

3）食事の躾について

　食事の躾をするのは，母が63．3％と多く，ついで父

で24．9％，祖父・母はそれぞれ2．1％，2．9％であり，

地域別でみると，都市部より農村部において祖父・母の

率が高く3．　3％，3．8％で地域間に有意差がみられた．

4）食事中の会話

　食事中の会話は，楽しい食事の一要因であり，白木ら7）

の小学生の研究において実証されている．本調査におい

ては，「話ながら食べる」者は82．5％と多く，「黙って

食べる」者は17．0％であった．家族のコミュニケーショ

ンを深めながら楽しい食事を心がけることが大切である．

5）食事中のテレビ・新聞や本

　テレビを見ながら食べる者は，83．5％で，見ないで

食べる者は16．5％で，ほとんどの者が，見ながら食べ

ている．性別には差がみられないが，地域別で男子の地

域間において，都市部の者に見ながら食べるが高率で，

また農村部に見ないで食べる者が多く差がみられた．

（P＜0．05）新聞や本を読みながら食べる者は少なく4．2

％，読まないが圧倒的に多く95．5％であった．性別・

地域間には有意差はみられない．

6．食習慣（表7）

　日頃の食習慣状況を食品摂取状況からみるため，9項

目の食品群に，近年清涼飲料水の多飲が問題視されてい

ることから，清涼飲料水（飲む・飲まない）を加えて10

項目として調査し回答を得た結果，表7のとおりである．

全体から摂取状況をみると，高率を示しているのは肉・

魚・卵類で86．9％，ついで牛乳81．2％，油料理76．　2％，

緑黄色野菜67．3％，海藻類64．　4％，生野菜56．3％，大

豆製品52．6％の順で，50％以下の低率を示したのは，

果物，いも類であった．また清涼飲料水は「あまり飲ま

ない」が41．1％で，「飲む」は5＆4％であった．性別で

みると油料理において，女子の摂取率が高く，また清涼

飲料水に男子の飲む率が高く，男女間にそれぞれ有意差

がみられた．（P〈0．01，P〈0．05）地域別にみると，

果物で農村部に摂取が高く差がみられ（P〈0．05），油

料理，いも類においても農村部の摂取率が高く有意差が

表6　食　環　境

　　　　　　別
n：382　　　　　n：193　　　　　n：189

検定

実数　％　男　％　女　％
80　　　21J　　　52　　　281　　　28　　　15．2　　　　　　31

116　314　 51　　27．6　　65　　35．3　　　　48

67　　　18．2　　　30　　　16L2　　　37　　　20．1　　s　　　23

102　　　27，6　　　50　　　27」0　　　52　　　28．3　　　　　　　64

　　地域別　　　　　検定　　市。　　　　Vp

　・n：172辰　・n：210　　n：93n：79　n：100　n：110都市部農村部　　　男　　　　　　女

実数　　％　　実数　　％　　　　男％　女％　男％　女％男一女男一女都市部一農村部都市部一農村部

朝食の共食者　　家族そろって

　　　　大人と一績

　　　　子供だけで

　　　　一人で

18．8　　　49　　　24．0　　　　　　21，3　　15．7　　344　　14．8

29．1　　　68　　　33．3　　　　　　28．1　　3（）．3　　27．1　　38．9

　　　　　tiホ13S　　　44　　　2L6　　　　　　13．5　　14φ5　　18β　　24，1

38B　　　38　　　18．6　　　　　　38．2　　39、5　　16．7　　20．4

寧

＊寧 ●

タ食の共食者　　家族そろって

　　　　大人と一緒

　　　　子供だけで

　　　　一人で

16743．ヲ

160419
13　3．4

34　B．9

87　　　45，1　　　BO　　　42．3　　　　　　　69

74　　　38L3　　　86　　　455　　　　　　　70

63，1737B20　　10．4　　14　　　7．4　　　　　22

40．1　　　9B　　　46．7　　　　　　409　　392　　49．0　　445

40．7　　　90　　　429　　　　　　39．8　　41．8　　37．0　　48．2

4．75　24　 3．26，33．01」B
12．8　　12　　　5．7　　　　 14．0　 11、4　　7，0　　45

普段の食事作り母

　　　　父
　　　　自分
　　　　祖父母
　　　　その他

352　　　92．1　　　179　　　92．7　　　173　　　91．5　　　　　　　162

3　　　　0．8　　　　2　　　　　1」｝　　　1　　　　0．5　　　　　　　2

5　　　　1．3　　　0　　　　0，0　　　5　　　　2．6　　　　　　　2

13　3．4　7　3．6　6　3．2　　　3
9　　　　2．4　　　5　　　　2．6　　　4　　　　2．1　　　　　　　3

94．2　　　190　　　90．5　　　　　　94．6　　93．7　　91．0　　90」）

12　　　　1　　　　　0．5　　　　　　　2．2　　　00　　　0」〕　　　0．9

1、2　3　　1．4　　　0．0　25　00　2．7

1．1　　　10　　　　　4．8　　　　　　　2．2　　　1．3　　　5．0　　　4．5

1．16　2．9　1．12．54．（〕18
食事の躾について父

　　　　母
　　　　祖父
　　　　祖母
　　　　その他
　　　　いない
食事中の会話

95　　　24．9　　　41　　　212　　　54　　　28，6　　　　　　40

242　　　63．3　　　122　　　632　　　120　　　63．5　　　　　　　110

82．173．610弓5　1
112．95　2．66　3．2　 3

16　　　　4．2　　　9　　　　4．7　　　7　　　　3．フ　　　　　　　12

2　　　　　0，5　　　　2　　　　　1．0　　　　0　　　　α0　　　　　　　2

23．3　　　55　　　26，2　　　　　　19，4　　27．8　　23，0　　29．1

64．0　　　132　　　629　　　　　　645　　633　　62S〕　　636

0，67　3．3　 1」O，06つO，9
　　　　　ホ1．7　　8　　　38　　　　 2．2　　1．3　　3｛】　　45

丁．04　1．9　 フ．56．32．018
1，2　　　　0　　　　　0．0　　　　　　　2．2　　　0．0　　　0LO　　　OO

話ながら食べる　　315　82．5　156　80，8　159　84．1　　　142　826　1フ3　82、4　　　82．8　82．3　790　85、5

黙って食べる　　　65　17．0　37　19．2　28　14B　　　29　　16．9　36　17．1　　　1フ．2　16．5　210　13，6

食事中のテレビ 見ながら食べる　　319　83．5　163　B45　156　82．5　　　150　87．2　169　805　　　90．3　835　790　81、8

見ないで食べる　　63　16．5　30　15．5　33　17．5　　　22　12．8　41　19．5　　　9．7　16．5　21．0　18．2
奉

食事中の新聞や本読みながら食べる　16　　42　10　　52　　6　　3，2　　　7　　41　9　　43　　　5．4　2．5　50　3・6

　　　　議まない　　　　　365　95．5　183　948　182　96．3　　　　164　　95．3　201　95、7　　　94．6　96．2　95．0　96．4

掌p＜0LO5　＊＊p＜O．Ol　＊＊lp〈0．001
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中学生の食生活と生活習慣について

みられた．（P〈0．001，P＜0．001）著者ら4）が高校生に

行った調査結果と比較すると，牛乳や緑黄色野菜におい

て女子高校生より，本調査の中学に摂取率の高さがみら

れる．その理由については，中学生は昼食が学校給食の

管理下にあるので摂取率が高いのではないかと思われる．

　各食品類の食べると回答したものを得点化（食べる1

点，食べない0点，清涼飲料水のみ「あまり飲まない」

を1点，「飲む」を0点と設定した）し，4段階（10～8

点，7～5点，4～2点，1～0点）に分類した．全体で

は7～5点が最も多く56．3％，10～8点25．1％，4～2

点17．8％，1～0点が0．8％で，性別には差がないが，

地域別において農村部に高得点者が多く地域間に差がみ

られた．っまり都市部より農村部に栄養状態の良さがう

かがえた．

　以上の結果より，性別，地域をとわず問題になるのは

睡眼不足，生活リズムの不規則，朝食を欠食する（時々

も含む）者が約20％いることであり，今後生活全般にわ

たる指導が重要と思われる．またストレスをうまく解消

できない生徒には，教員らの適切なる対応が必要と思わ

れる．農村部では，食生活や生活環境等にっいて望まし

い状況がみられるが，都市部においては，欠食，食事内

容，摂取食品の低さや孤食などの問題から，生徒および

生徒を通して家庭への食生活指導の必要性を感じた．

　将来の成人期に向けて，正しい食生活の確立のためよ

りいっそうの食教育の重要性を感じた．

要　約

　東京都品川区内の中学校1～3年生172名（男子93名，

女子79名）と，福島県田村郡内の中学校1～2年生210

名（男子100名，女子110名）計382名を対象とし，食生

活および生活習慣などにっいて調査し，性別。地域別に

検討を行った．結果は以下のとおりである．

1）身体状況について，身長。体重を全国平均値と比較

　すると，男子において身長・体重ともに，女子では身

　長が全国平均を上回っていた．農村部の女子に体重が

　若干軽い傾向がみられた．地域間比較では，農村部よ

　り都市部の方が身長・体重ともに高い傾向であった．

2）家族構成は，核家族が半数で50．8％，複合家族は

　35．9％であった．地域間では都市部は核家族，農村

　部は複合家族が多かった．仕事を持つ母親は84．5％

　おり，地域間において農村部の率が高い．就労内容別

　では，都市部はパートタイマー，農村部ではフルタイ

　ム勤務が多い．

3）クラブ活動は，男子に運動部での活動が多く，特に

　農村部の男子は94％と高率を示した．

4）睡眠時間は約80％の者が十分に睡眠をとり休養し

　ているが，約20％の者は，性別・地域別をとわず睡

　眠不足の傾向にあった．また生活リズムも不規則者が

表7　食　習　慣

　　　　　　　別
n：382　　　　　　n；193　　　　　　n：189

検定 　　地域別
市。n：172　　1。n二210

検定　市n
　　n：93　n：19　n：IOO　n：110　都市部農村部

％　　　　男％　女％　　男％　女％　男一女男一女都市部一農村部

噛

　　　　　　　　男
実数　　％　　男　　％　　　女　　％　　　　実数　　％　　実数

　女
市部一農村部

緑黄食野菜　食べる　　　　257　6］、3　　126　65．3　　131　6g．3

　　　食べない　　　125　32．7　　67　347　　58　30．ア

果物

117　　　68．（）　　　　140　　　66L了

55　　　　320　　　　70　　　 333

67．フ　　　　68．4　　　　63」D　　　　70」D

32．3　　　31．6　　　37．0　　　30．（｝

食べる　　　　171　448　　89　46．1　　82　43．4　　　　66　384

食べない　　　211　55．2　　104　53．9　　107　566　　　　106　61．6

105　　　50．0　　　　　　　430

　　　　ホ105　　　50、0　　　　　　　57．1｝

3Z9　　　49．0　　　5GL9

67．1　　　51．0　　　49．1

生野菜　　　食べる　　　　215　56．3　　112　5B．e　　103　54．5

　　　食べない　　　166　43．5　　81　42，0　　85　470

89　　　51．7　　　　126　　　60」0

82　　　　4？J　　　　　84　　　　4（｝．O

53．8　　　49，4　　　　62．0　　　　58．2

46．2　　　49．4　　　3＆0　　　41，8

肉・魚・卵　　食べる　　　　332　86．9

　　　食ぺない　　　50　13．1

牛乳　　　　食べる　　　　310　812

　　　食べない　　　72　18．8

168　　　87．C〕　　　164　　　86B

25　　　13工〕　　　　25　　　13．2

160　　　82．9　　　　150　　　79、4

33　　　17．1　　　　39　　　2α6

150　　　87．2　　　　182　　　86．7

22　　　12B　　　　28　　　13，3

82．8　　　92，4　　　91．（〕　　　82，7

17．2　　　7，6　　　90　　 1了3

137　　　79．7　　　　1フ3　　　82．4

35　　　　2α3　　　　3了　　　　1丁．6

81．7　　　772　　　84．0　　　　80．9

18．3　　　22．8　　　16．0　　　19．1

大豆製品　　食べる　　　　201　52．6　　92　4フ．7　　109　57．7

　　　食べない　　　IBI　47．4　　101　52．3　　80　42．3

84　　　488　　　　117　　　55．7

88　　　512　　　　93　　　44．3

44」　　　　54．4　　　51」0　　　　60，0

559　　　456　　　49a　　　40」D

油料理　　　食べる　　　　291　762　　136　705　　155　820　，，　110　640　　181

　　　食べない　　　91　23B　　57　29．5　　34　1B．0　　　　62　360　　29

86．2　　　　　　　59．1　　　69．6　　　81」0　　　90．9

　　タほホ
13．8　　　　　　　40．9　　　30．4　　　　19，0　　　　9」

●　　　　　　卓ホ‡ 車重寧

海藻類　　　食べる　　　　246　64．4　　117　60．6　　129　68，3

　　　食べない　　　136　35．6　　76　39．4　　60　31J

109　　　63．4　　　　137　　　65．2

63　　　　36，6　　　　73　　　　34．8

613　　　　658　　　60，0　　　　70．0

38，7　342　40．0　300

いも類　　　食べる　　　　190　49，7　　91　47．2　　99　52．4

　　　食べない　　　192　50，3　　102　52S　　90　47、6

62　　　　36．（｝　　　　128　　　609

110　　　64．0　　　　82　　　390

　344　　　　3aO　　　　59．（⊃　　　62．7

寧零参

　65、6　　　620　　　　41．0　　　373

■事零 事宰零

清涼飲料水　あまり飲まないi57　41．1　　68　352　　89　47．1

　　　飲まない　　　223　584　　123　63．7　100　52．9

栄養得点

　71　　　4t3　　　86　　 409
辱

　99　　　　57．6　　　　124　　　590

34．4　　　494　　　36．0　　　45．5

63．4　　　506　　　64．0　　　545

1｛F8

7－5

4－2

1｛

96　　　25．1　　　　41　　　212

215　　56．3　　　110　　57．0

68　　　17．8　　　　41　　21．2

3　0B　　1　05

55　　　29．1　　　　　　　　31　　　18．0　　　　65

105　　　55．6　　　　　　　　96　　　55．8　　　・，119

27　　　143　　　　　　　43　　　250　　　　25

21．1　21．21

309　　　　　　　14．0　　　22．B　　　2B．0　　　336

56．7　　　　　　　58．1　　　53．2　　　56．0　　　573

119　　　率事　　26．9　　　22B　　　　160　　　　8、2

0．5　　　　　　　1」　　　　1．3　　　　0．0　　　　09

孝 宰

ホp＜005　宰露pく0，01　‡事卓p〈O．Ol〕1
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関口　紀子・飯島　由美子・塩入　輝恵

　約20％であった．

5）気分転換については，約半数の者がなかなか気分転

　換できず，女子にその傾向が強く男女間に有意差がみ

　られた．

6）自己評価による健康状態では，男子より女子が不健

　康と評価しており，男女差がみられた．

7）朝食摂取状況については，毎日食べる者は78．5％，

　時々食べる者は1＆1％，食べない者は3．　4％であった．

　欠食理由では，時間がない，食欲がないが圧倒的に多

　かった．食事内容では，地域別特徴がみられ農村部で

　は和風傾向の食事で，ごはん，みそ汁，卵・肉・魚，

　豆・大豆製品，野菜の摂取が多く，バランスの良い朝

　食がうかがえたが，都市部では，洋風傾向で，パン，

　紅茶の摂取率が高く，主菜となる食品は低かった．

　　夕食にっいては，毎日食べる者が96．6％で，時間

　帯は60％の者が19時台に食事をしている．

8）間食に関しては，間食率の高いのは，農村部の男子

　である．内容はスナック菓子が最も多く，次いで清涼

　飲料水・プリン・ヨーグルト類が上位を占めていた．

　男子より女子に摂取率が高く差がみられたのは，ケー

　キ・クッキー類とチョコレート・キャンディ類，果物

　であった．農村部の男女に摂取率が高いことがうかが

　えた．

9）朝食・夕食の共食状況に関しては，朝食において一

　人で食べる者は27．　6％で，子供だけで（18．2％）を含

　めると45．8％で大人の共食者がいない．地域別では、

　都市部において孤食率が高い．夕食は朝食より共食率

　が上がるが，都市部において若干であるが農村部より

　孤食率が高い．

10）食事作りの担当者は，ほとんどの家庭が母親が担当

　しているが，複合家族の多い農村部に祖父母担当の割

　合が4．8％程みられた．また食事の躾にっいては，

　63．3％の家庭が母親で，父は24．9％，祖母，父は2．9

　％，2．1％で都市部より農村部において祖父・母が躾

　を行っている率が高い．

11）食事中の生活にっいては，82．5％の家庭で話なが

　ら食べている．また83．5％の家庭でテレビを見なが

　ら食べており，都市部の男子に見ながら食べる率が高

　く，農村部では見ないで食べるが多かった．さらに新

　聞や本を読みながらの食事にっいては，読まないが圧

　倒的に多かった．

12）食習慣では，油料理において女子の摂取率が高く，

男子では清涼飲料水を飲む率が高く差がみられた．農

村部に果物，油料理，いも類の摂取率の高さがうかが

われ有意差がみられた．栄養得点では，農村部に高得

点者が多く地域間に有意差がみられた．

　稿を終えるにあたって，調査にご協力いただきました

東京都品川区学校栄養職員の山尾美保子先生，福島県田

村郡三春町町立中学校教諭大越成子先生をはじめ調査校

の諸先生方と生徒の皆様に対し，深く感謝申し上げます．
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